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― 北海道労働局前「昼休み集会」を開催 ― 

 

 ７月２９日の正午、強い雨が降る中、連合北海道と連合石狩地協は２０２４年度北海道地方最低賃金審

議会（以下、最賃審議会）の改定審議が本格的に始まることから、北海道労働局前で「昼休み集会」を開

催し、昨年を上回る最賃の引き上げや１０月１日発効を求めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中央最低賃金審議会で目安が答申 

北海道最低賃金改定審議が本格化！地方審議に期待！ 

「０５街宣」にて世論喚起 
日 時／２０２４年 ８月 ５日（月）１２：００～１２：４５ 

場 所／札幌市中央区大通西３丁目付近 

冒頭、主催者を代表して連合北海道の金子副事務

局長（最賃審議会委員）は、中央最低賃金審議会で

本年度の地域別最低賃金の目安が決まったことに触

れ、「過去最高水準の引き上げ額となるが、地域間額

差の縮小には至っていない。地方審議会における審

議において、額差是正を進める前向きで多角的な視

野からの議論が求められている。」とし、審議会で目

安以上の引き上げを求めていく姿勢を示しました。  

つづいて、山田組織労働局長（最賃審議会委員）

が、中央最低賃金審議会や、最賃審議会・専門部会

の経過を報告し、「北海道は５０円の目安が示された

が、消費者物価を超える水準の引き上げがなければ

実質賃金は下がってしまう。」と現状について言及し

「審議会では『誰もが時給１，２００円』のステッ

プになるよう労働者側としてしっかり意見反映して

きたい」と述べました。 


